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長崎市内で発見されたCulex pipiens molestus

について （予　報）
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′著者等ほ昭和29年2月3日に長崎市内の一

井戸内に家紋属の蚊の幼虫が発生しているこ

とを知り，数回にわたってその井戸円で撰集

を試み数個件の苧ト8成虫と多数の囁及び幼

虫を得た・これら・の成虫及び温室内で飼育羽

化せしめた成虫を検した所その外部形態特に

苗の外部生殖器の形態が英国産のC電J加mロー

富

加耶と廟似しており，生態学的にほ狭所交

尾及び無吸血産卵をなす事実を確め得たので

本唖をC鋸Jβ〟ががβ椚珊）J郎加持と同定すべ

きものと考えるに到った・本性の形態並びに

生態に関しては目下研究中であるので他日報

告する事として，今回は採集の経過と現在迄

の研究の結果とを予報的に報告する・

採集の動機と経過

長崎市では昭和27年以来，大利等によってJ市内

に数実験場区を選定して蚊族の撲滅実験が行われて

いるが，本種の発見された長崎市東大工町58番地の

藤瀬氏宅は中央実験地区の略中央にある．この地区

での撲滅成轟割こついてほ追って大利から報告される

が，蚊帳の使用を必要としない迄に効果が挙ってお

り，鞄区民は蚊の発生に就いて可成り高度な見識が

持たされている・藤瀬氏宅の井戸ほ裏庭にあって家

屋と攫近してはいるが屋根はない・この井戸ほ古く

からあった由でほあるが飲料水としては不適でJ水

道ができてからほ木製の莞をして手押ポンプで水を

揚げ専ら洗濯用水として倭国されていたがJ数年前

からポンプ破損のためツルべを使用していた・2月

2日ツルべで凍みあげた水を洗濯タライの中に流し

込んだ所幼虫がいる事を発見して直ちに長崎市中央

保睡所へ届出た・この井戸は下部が粘土壁J上部

は石垣で径約1m，水蓑迄5・6m，水深は0・6m位

で，ツルべで水を囲み上げる時場外は莞がLてある，

著者等はこの様な深い井戸内に，而も冬期幼虫が発

生していることに興味を革じ翌3日ツルべで採水し

て幼虫39個体を碍J晒卵器内で飼育して，♀13815

個体を羽化せしめ得た，この古の外部生殖器を検し

た所当確方のC・♪王♪孟e耶pα鮎耶　のそれとは判然

と異なり，抑止郎拍ぶのそれと酷似している事を確

めたので同月23日には梯子を下して水面を懐中電燈

で照らしながら採集杓子でできるだけ多くの幼虫衣
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Of tbe day

Max．　Min・Mea口

lR・H・

3，Feb・

23，Feb・

15・0

14・8

5・9　1・1

12・2　－1・6

3・5

5・2

52

68



長崎市内で発見された－C昆Ze完きょ少孟e乃主m8王摘出t・について（予朝〕　　　　　1573

Table　2-　Sanitary analysis of water from'well on February 23, 1954

Items Results

Appearance

Turbidity

Co一our degree

Odour & taste

pH

Nitrogen as nitrites

Nitrogen as nitrates

Nitrogen as ammonia

Gl ion

KMnO4 consumed

Fe&M口

Heavy metal

Total hardness

Living organisms

Bacteria per cc upon agar at 37-C

Coli group in lOcc on甘.G.L.B

Judgment

Slightlyturbid;deposit(+〕

10.8degrees

76.0degrees

Normal

6.7

0.05ppm

(+)

0.02ppm

54.7p.pm

16.01ppm

taint

(-)

6.7degrees

ws&iMiKi

5,480
J
〔1≠〕

Notfitfordrinking

び嫡を採集した. 23Bの採集成帯峰沢の通りである.　化せしめた成虫の無吸血飼育試験については後述づ

3令幼虫　4令幼虫　蛸　早成虫　8成虫　　　る.

54　　33　　　　　　　　　　　　月3日及び2月23日の井戸水衣び外気温並びに

苧' 8成虫ほ井戸の内壁に静止していたものであ　　23日に行った水質試験の結果ほ第1表及び第2表に

る.苧4個体の内2個体は温室〔25-C土1ロC〕内で　　京Lた如くである｡

無吸血産卵をした.当日採集Lた幼虫及び蛸から顎
r

無　吸　血　産　卵

昭和29年2月23日藤瀬氏宅の井戸から採集した幼

虫及び嫡を25日C士lOC 〔50-57?O温室内で飼育

羽化せしめた?) 8成虫ほ24×17,x12cmの箱内

で5 rq庶糖水で飼育し全く故血せしめヂに累代飼育

を始めJ 3代目の成虫の羽化迄ほ上記25-C温室

内でJ以後(6月1】日以後)は発駅室内で飼育して

5代目の成虫を得たが' 5代目にほ宋験の不備のた

めに苧3, 62個体のみ顎化し?, 8の郡ヒの時期

がずれたために終に交尾の機会を与えることができ

ヂに死絶えた. 6月11ETから7月20日迄の室内飼育

中の平均室温衣び此醇匝箆ほ蓑の如くである.

以上のように本種は狭所交尾をなしJ無甥血産g]

をなし'このような条件の下で累代飼育をする書方

可能である.
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無吸血産卵によ古卵数と卵塊の形

上記累代飼育中の任意の10偶の卵矧こついてその

卵数を調べた所最多105,最少3アブ平均86.4個体で

あった.卵塊は/J1形で角ばった菱形をなすものが多

く　pollensの滑らかな舟形とほ多少趣を異にする

ようである.

耗○ ‡腺の柄畳比

凍堪のⅡ放の柄室比即ちCell/Stem価は第3表に

京したように苧J 8共pollensの場合より大であ

るようである.

Table 3, Cell/StemxlOO of wing vein II

Strain Se‡
!No. wings

examined

Cell/Stem x 一oo values

Range Mean

Isahaya

pallens

早

3

200

182

275 -- 572

】 63--353

386.2

246.9

Nagasaki
molestus

8成虫の外部生殖器

外部生殖器の形態は標未の作り方によっては押し

つぶされて多少変形する場合があり碍るので,バル

サム標尭の作製方法はSundararam占n (1949)によ

った. DV/Dの測定の仕方も亦同氏の方法によつ

た'即ち-別のDorsal armとVentral armの英端

問の距離(Dorsal arm,の両某端を結ぶ繰と平行し

た練に上げた垂線間の距離〕を左右平均したものを

DVとし　Dorsal armの巽端問の距韓をDとして

DV/D価を算定した.

Dorsal armの巽端はfatigans　の場合には極め

て顕著に'文pollensも多くの場合尖っているの

で間違いは起らないがpollensの北方型のもの,

molestus及び英国産piplensの場合に特売端が水

平に裁ち切られたような樗潅があ-jて,その断面の

どの点を英軍とみなすかに苦しむ時がある.こりよ

-･■一■　-

苧

3

20

13

390 ･-566

259 --300

448.3

273.6

うな場合には著者の-人別宮の撞案によってDors且1

armの幅の中央を巽端とみなした. Knight 〔1953〕

は?坤Iens group　の形態を比較する場合に採用され

得べき諸特徴とその測定の方法を撞案している申に

DV is the distance between the outer apical margins

of the dorsal and ventral arms of the mesosome.

and D is the distance between me outer apical

Table 4. DV/D ratio of male genitalia

Strain
No.of　6

examined

DV/D ratio

Range Mea去

Isahaya pallens

Nagasaki molestus

Fig. 1　Male genitalia

Isahaya pallens
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margins of the dorsalarm．と記載しているが上述

lした少去メ砧闇ざ型の　Dorsalarmの末端が水平に切

断された‥ような形の場合にほ中央部に少しでも凸出

部があればこの点が採用され，水平に鬼える時ほ外

端が採周される事となるので，僅かのことでDVや

Dの価が可成り異ってくる．こう云う訳で著者等ほ

上述のようにSunda一久ramanの方法に従いDoTSat

armのtip問の距離を測りtipらしい所の発見でき

ない場合には幅の中央をtipとみなしたのである．

薄種の8成虫の外部生殖器は第1図に示すように

pα言古e乃ざのそれとほ明らかに異なり　Dorsalaてmは

横棒状をなし劣端は棺ミ斜に裁ち切られたような切

口を示しJVentralaTmほ尭半幅狭くその巽端は督
／

Dors左Iarmの酪々中央部に終るものが多い，従っ

てDV／D価ほ第4表に示すように凍程の場合ほ非

常に小である．

種　名　に　つ　い　て

生態学的にほ筒幾多の究明すべき点ほあるが冬2

月に木製の莞のしてある深い井戸の内で幼虫J蛸及

び成虫が採集され冬期も活動していると思われる点，

狭所交尾性である点（その後の実験では1．5cmx

lO・5c皿試験内管内で羽化した？，8は砂糖水をも

与えられずに交尾をし直即している）′及び無吸血

産卵をなす点などから，文彩態学的には昌の外部生

摘

著者等は暗面2咋2月3月及び23日に長崎

市内の中央地区内の一任宅裏庭にある井戸円

から封♪fg肘grOupに属する蚊の幼虫，桶

及び成虫を採集した．この井戸の水．ほ飲料水
ヽ

には不適で，ツルべで汲み上げて専ら洗濯の

ため匿使用されているが，常には木製の蓋が

してあり，径1m水面迄の深さ5．6叫水探

0・6mで，水温は冬期の2月にも伺約150Cで

ある．このように冬期も尚活動していると思

文
l

l〕別官久夫：日二本直アカイエカの彊名につい

て（会）．第10国日未衛生動物学会砲金。昭30．

2〕Dobrotworsky，N．VりDrurnmond，F．H．

：Th6　Culex p埴eT”grOllpこ1n South－Eastern

Australia・Il・Proc・Linn・Soc・New South Walesl

T8〔3－4）‥131－1年6，1953．　・3）生沢万喪失

．：無吸血生殖を営む仇hり再繭耶預統の研究並

びに所謂C山王錯p£p孟㈹∫°OmPlexの検討．衛生動

物6（3卜4〕：1由5（昭和30年12月発行予定〕．4）

JobIing，B．：On two subspecies of Culex Pipi－

eTu L．（DipteTa〕．Trans．Rox．－Ent．Soc．Lor）d．

箱器の形態から寮種を英国産のm品蝕加　と同列の

ものと同定しJこれをC弘吉相βヱβ孟e耶　mOZe出払占と

呼びたい．その他の成虫の形態ほ少数個体について

は・一応の調査をしたが何れも大同小異である，形態

学的研究の結果についてほ他日報告するつもりであ

：る・

要

われるのであるが，これらの成虫及び幼虫や

解から羽化した成虫は旅所交尾性セあ一り♀成

虫は無吸血産卵をなす．8－の外部生殖器は当

地方産仇止り嗅舶舶か描弧　とほDo一等al

armの形状及びDV／D価に於て著しく異な

り，英国産のmoJ郎加と同列のものと考えら

れる．従って著者等は本軽を仇扁ふ厨㈹

椚OJ那加Forskal，1775　と同定する．

献

8丁‥193－216，1938・　5〕Epigbt，K．L．：

Suggestions for themeasurem甲t Of vafiationin．tlle

Culex9i9ieTDS COI叩1ex．TraT）S．・ⅠⅩth Tnter．Cong．

Ent．Amsterdam，2：297一300，1953．　6〕Laven，

IL，KitzmiJler，J．B．：Kreuzungsversuche zwi－

SChen europaischen uTld amerikanischen Formen des

C弘Iex－PLPLe耶－Kompl亡ⅩeS．Zcit．Tropeymed．Para－

Sit．5（3〕：317－323，1954．　7〕MarshalJ，J．

F．，StaIey，J．：Some notes regarding the mor－

Phologicaland biologicaldi庁erentiation of

Pipiens Linnaeus and CzLle軍T7WleslusForskal（Di－
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ptera, Culicidae), Proc. Roy. Ent. Soc. Lond.

(A〕 12 : 17-26, 1937.　8) Mattingly, P.

F. et al. : The Culex pipiens complex. Trans.

Roy. Ent. Soc. I-oロd･ 102 (7〕 :∫ 331-382, 1951.

9〕 Roヱeboom, L. E., Gil ford, B. N. : Sexual

isolation between populations of the Culex p五piens

complex in North America. Jour. Parasit. 40 C*0

: 237-244, 1954.　10〕 Sundararaman. S. :

Biometrical studies on int喝ration in the gemtalia

of certain population of Culeガpipiens and Culex

quinquefasciatus in the United States. Amer. J.

Hyg. 50 -: 307-3】4, 1949.

(昭30. 10. 19受付特別掲載〕

風　土　病　研　究　所　業　績　追　録

業績第3袋(長崎医学会雑誌第29巻第12^,風土病研究所業績時短号'昭和29年】2月)と業

績第4集(長崎医学会雑誌第30巻第11号'風土病研究所業績特輯宮'昭和30年】1月)との中

間に印刷発表された業績ほ下記15篇である: -

〔214〕北村碍･一･田村蕗治:フィラリア(糸状虫〕症の臨淋.新薬と臨淋3(10〕 : 611-620, 1954.

〔215〕中原呉郎:コT=ン･アユログネス族問の変異移行に関する研究.長崎医学会雑誌30 (1〕 : 82

､　　　　-91∫ 1955.

〔216〕中原呉郎　　Shigella dysenteriae type lの抗原分析に関する知見補遺.長崎医学会雑誌, 30 〔2〕

: 238-249, 1955.

〔217〕中原呉郎　Aerobacler及びEscherichiaの変形集落の観察並びに大腸菌族の変異機構の考案.良

崎医学会雑誌30 〔2) : 313-324; 1955.

〔218〕吉田静塵:所謂波佐見熱こ関する研究(其の六) :肝臓機能に就て.長崎医学会雑誌30 〔2) :

278-299∫ 1955.

〔219〕中原呉郎‥　Aerobacter aerogenes　の人体腸内啓席の自家箕駄.長崎医学会雑誌30 (2〕 : 335-

338∫ 1955.

〔220〕倉田　豊: S.paratyphiAの疏原構造に関する研究.第2報: Par叫phiAに於ける所謂Labile

antigenに関する研究特に著者による抗原Zに就いて.長崎医学会雑誌30 (2〕 ≡ 339-352, 1955.

〔221〕倉田　豊: S- paratyphiAの抗原構造に関する研究.第3報:著者による抗原OBに就いて並び

に全稿聴括.長崎医学会雑誌30 (3) : 439-457;ユ955.

〔222〕伊集院武文･有里宋行‥　針尾駐屯部隊における糸状虫感染状況･保安衛生1 (9) : 2アト275,

1954.

〔223〕山県　宏:ト1}コマイシンの牛トリコモナス症並びに牛白蔚菌症に対する臨床応周成績.日凍

獣医師会雑誌8 〔4) : 172-175, 1955.

〔224〕倉田　豊　　S. paralyphiAの抗原構造に関する研究.第4朝欄毒性凝集反応に於ける阻止性

現象に就いて.長崎蛮学会雑誌30 (4〕 : 538-549, 1955.

〔225〕矢沢万里:赤痢菌の7レルFlン性に関する研究.長崎医学会雑誌30 (5〕 : 580一608, 1955.

〔226〕倉監　豊: .宮母菌特に紅色酵母の境集票藍生に関する二,三の知見.長崎医学会雑誌30 〔5) ‥

712-719, 1955.

ー､〔227〕倉田　豊: S. paralyphiAの抗原構造に関する研究.第5覇: Salmon巳1la抗原12に就いて.長崎

医学会雑誌30 (71 : 993-1000, 1955.

〔228〕 J大森南三郎■:衛生害虫の諸問題.長崎総合公衆衛生学雑誌4 (2〕 : 40-46, 1955.


